
2018年 4月吉日 

 

農村宿泊事業への相談・支援を希望される団体様を募集 

～産・官・金が連携し、農村宿泊事業への課題・悩みを持つ団体様への 

相談受付・支援をしていきます～ 

 

平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

北海道の食文化を活かした食のグリーンツーリズムによる地域活性化を目的に、今回地

域の農村宿泊事業の中核を担われる団体の育成に向けて、それぞれの課題解決に役立てて

いただける、産・官・金が連携した相談・支援検討の枠組みを作りました。 

この度、相談・支援を希望される団体様を募集致しますので、以下内容をご了解いただき、

別紙にてお申し込みください。 

 

１．対象となる団体様 

(1) 農村宿泊事業の新規取り組みを検討されている道内の団体様(※)など 

(2) 農村宿泊事業の展開で課題をお持ちの道内の団体様(※)など 

※市町村、観光協会、NPO法人など 

 

２．相談・支援の検討を予定している内容と支援検討機関 

相談・支援検討内容 支援検討機関 

事業立ち上げ時に参考となる事

例紹介・情報提供 

農林水産省北海道農政事務所など 

金融機関などからの資金調達 ㈱北洋銀行など 

補助金・交付金など 北海道農政部など 

企画・集客 ㈱農協観光、㈱日本旅行、㈱JTBなど 

外部への情報発信 ㈱リクルート北海道じゃらん、北海道観光振興機構など 

その他 上記各機関 

 

３．相談・支援の流れについて 

(1) 相談・支援を希望される団体様は、別紙申込用紙にてお申込ください。 

(2) 各支援検討機関と内容を共有し、対応及び支援の可能性について協議させていただき

ます(※内容について、事前にお問合せする場合もございます)。 

(3) 協議の結果をご連絡するとともに、必要に応じ 6月最終週開催予定の「相談・支援検

討会」に参加いただき、事業の詳細について打合せさせていただきます。 

(4) ご説明頂いた内容に基づき、各機関にて支援の実現性について判断させていただき、

結果については事務局から連絡させていただきます。 



 

※相談・支援内容によっては、支援の実現にいたらない場合もございますのであらかじめ

ご了承ください。 

 

４．お申し込みについて 

(1) 申込方法 

・別紙に必要事項をご記入の上、郵送・FAX・Eメールにてお申し込みください。 

・事務局より受領確認のご連絡を差し上げますので、万が一、連絡がない場合はお手

数ですが、お電話にてお問い合わせください。 

(2) 申込先 

《郵送》060－0001 札幌市中央区北１条西３丁目３ 札幌MNビル８階 

      北海道経済連合会 食クラスターグループ（担当 田舍） 

《FAX》011-221-3608 

《Eメール》 inaka.yoshinori@dokeiren.gr.jp 

(3) 申込締切日 

  ２０１８年５月１８日（必着） 

 

５．事務局 

 北海道経済連合会 食クラスターグループ（田舍） 

 （TEL：011－221－6117） 

 

６．ご留意いただきたい点について 

(1) いただいた情報は各機関と共有させていただきます。 

(2) 会議出席のための交通費などは各自負担にてお願いします。 

 

                                      以上 



貴社・団体名（フリガナ）※1

代表者氏名（フリガナ）

人 うち農村宿泊事業に携わる方 人

役職

氏名

電話

メールアドレス

農泊事業について □これから始めたい （事業開始予定　　　　　年　　　月）

（どちらかにチェック） □既に始めている　 （業歴　　　　年）

□事例調査（例：古民家の活用事例について知りたい）

□資金調達（例：農村宿泊に関する補助金の申請の仕方を教えてほしい）

□企画 （例：地域に泊まるツアーを企画したいが方法が分からない）

□集客 （例：企画はあるが、どうしたらもっと人が集まるか）

□情報発信（例：うちの地域を道外の人に発信したいがどうしたら良いか）

□その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

支援機関と情報を共有させていただくことについて
□同意します

※1：貴団体概要などがあれば、添付をお願いします。
※2：詳細を別添頂いても結構です。
＊支援希望に沿った支援機関にて支援可能性について検討を行います。
　必要に応じて事前に質問させていただく場合があります。
　万が一、ご希望に添えかねる回答となることもございますので、予めご了承ください。

事業概要（構想）

例）○○地方の農家１０軒と協力して農泊事業を行って３年。地域の特産品XXを活かしながら年間１50
泊の宿泊を受け入れている。

希望する相談・支援内容
（複数回答可）

内容詳細※2

ご提供いただいた情報について

例）○○地方にて▲▲という地域資源を活かし、★★軒の地元農家と共に農村宿泊事業を展開したいが、その際の施設の活用と施設改修の資金を相談したい

従業員数

ご担当者

グリーンツーリズム（農村宿泊）事業　相談・支援申込書

（お申込日：2018年　　月　　日）

住所

URL
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